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表紙の絵
LHDにおいて観測された内部拡散障壁を伴う放電（▼）と通常放電（○）におけるプラズマ圧力分布の比較．固体水素ペレット入射を用い
た中心粒子供給をすると強い密度勾配を持つ内部拡散障壁が形成され，コア部に高密度プラズマが閉じ込められる．内部拡散障壁プラズマ
では大気圧を超えるプラズマ圧力が達成されており，その高いプラズマ圧力に起因する大きなシャフラノフシフトによって特徴付けられ
る．（Ryuichi SAKAMOTO et al ., Plasma and Fusion Research Vol.2, 047 (2007). http://www.jspf.or.jp/PFR/）
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